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1　 　 は じ め に

　昨年 に 続 き本学 会発表 に お け る 研究報告

の 第 2 で あ る 。

　幼 児 が描画す る 際に 使 っ て い る 色 を 、 絵

の 具 （パ ス ） の 使 用重量 の 測 定 値か ら導 き

だ し 、 幼児の 色 使用の 特質 の 有無 を検 証 し

よ う と す る の が 本研 究 で あ る 。

　 3 歳 か ら 6 歳 まで の 就学 前 幼 児 （幼 稚 園

3 歳 児 ．4 歳児，5 歳 児学級 ） を対 象 に 調査

を進 め て きた 。 1990年 か ら 調査 継 続 中 で 本

年度 は 5 年 目に あ た り 、 こ れ ま で 各 年齢 児

延 べ 入数 で 、
3 歳児 192名 、 4 歳 児 260名 、

5 歳 児185名 の 測 定値 を得 た 。

　そ れ ら測 定 調査か ら得 た デ ー
タ の 処 理 は

コ ン ピ ュ
ー タで 行 い

、 既 製 の 表 計算 ソ フ ト

を 用 い て 統 計処理等 を行 っ て き た 。

　 しか し、 い く つ か の 理 由 か ら 、 本研 究 の

為の 専用 ソ フ トの 必 要が 強 ま り作成 を試 み

た 。昨年 、 試作 ソ フ トが
一

度 完成 した が 、

更 に 使 用機 能 を 高め る た め に改 良 を加 え た

ソ フ トが 完成 し つ つ あ る の で 報 告 す る 。

2． 研 究 の 目 的 と 方 法

PUCA （Predominant　 Use　Color　 Anal−

ysis ）の ソ フ トウ ェ ア 開 発 で 、 愛称
‘

PasCal

と命 名 。

専 用 ソ フ ト開発 の 目的

　パ ス の 使用量 を計測 し た デ ー タ も 表計算

の ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン 上 で 、
マ ウ ス で セ レ ク

トさ れ 、 コ ピー を さ れ 、 計算 式 が 与 え られ

と い う処 理 を行 う。が 、 こ の こ と は ま と め

て 行 な え な い 処 理 が 多 数 あ る と き 、 そ れ が

ま っ た く 同 じ処理 で あ る こ と が わ か っ て い

る場合 で も 、
い ち い ち 処理 の 指示 が 必 要 と

な る 。 す な わ ち 、パ ス の 使 用量 を一人 ひ と

り同 じ 作業 を繰 り返 す こ と に な る 。

今 回の ソ フ トウ ェ ア 作成 の 主 眼 は 、 こ の 手

作業 で 繰 り返 さ れ る 指示 を替 わ っ て イ ベ ン

トル
ープ に 指示 を与 え る プ ロ グ ラ マ で 、 作

業 を 自動化 し軽 減す る の が 目的 で あ る 。 ・

使用 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア は

「HyperCard2．1」 で 優れ た ユ
ーザ ーイ ン タ

ー
フ ェ イ ス 作 成 能 力 を持 ち ， GUI・Graphical

User 　 Interfaice 環境 を提供 し て い る 。

一
般 的 ユ ーザ ーに も こ の よ うな ソ フ トウ ェ

ァ を 作成 可 能 に す る 非 言語 的 な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 手段 と い え る 。 同時 に 、 最 小 限 の

労力 で イベ ン ト駆 動型 （Event−Driven）の プ

ロ グ ラ ム の 記述 が 可 能 に し て い る 。こ れ は

キー ボ ー ドや マ ウス な ど の 情報 を絶 え 間な

く監 視 し 、 変化 に 応 じた反応 を高速 な サ イ

ク ル で 繰 り返 す こ と （Main　Event　Loop）で

実現 し て い る 。

・
自然 な 英 語 に 近 い HyperTalk使 用

　た と え ば cardl に 移動す る 場合 、
　 go　 to

cardl と し 、 変数 （HyperTalkで は コ ン テ ナ

と い う）a に 1 を代 入 す る 場 合 、put　 l

il1toa　。

・簡 潔 な オ ブ ジ ェ ク トオ リ エ ン テ ッ ドプ ロ

グラ ミ ン グ （00P）な環境 を提供

　 ス ク リ プ トは 常 に カ ー
ド、 ボ タ ン の よ う

な 可視 オ ブ ジ ェ ク トの 内部 に 記述 さ れ る 。

オ ブジ ェ ク トの プ ロ パ テ ィ は イ ン ス タ ン ス

変数 とみ な す こ と が で き る 。 また メ ッ セ ー
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ジ の 継 承 と Polymorphicな 関数 を つ か い
、

ス タ ッ ク全体 で 機能 さ せ た い ハ ン ドラ と 、

一
部 の み で 機 能 さ せ た い ハ ン ドラ を 同

一名

で 定義 し 、 メ ッ セ
ー ジ の 出所 次第 で 分岐 さ

せ る こ と も 可 能 で あ る e

　 ま た 、 HyperCard2．1の デ メ リ ッ トで あ る

処 理 速度 の 低 さ を 次の こ と で 補 っ て い る 。

・高 速 の プ ロ セ ッ サ を も つ 機種 を使 う こ と

・
ユ

ー
テ ィ リ テ ィ を使 い 、 コ ー ドの

一
部 を

コ ン パ イル す る

・XFNC （外部 関数 ） を C 言語 な ど で 作 成 し

て 計算 を任 せ る

・AppleScript を利 用 し て 表計 算 ア プ リ ケ

ー
シ ョ ン に 数 値 を送 り 、 計算後 に 数値 を 受

け取 る

・ 「翫 ngz1 ．2Jj 使 用

　 高 速 な 演算機 能 を持 ち 、 解像 度 の 高 い グ

ラ フ ィ ク ス が提 供 され る 。 カ ラ ーも使 用 で

き 、 本 研 究 の 要 求 を満 た す も の で あ る。

・HyperScript

　 マ ク ロ を超 え た強 力 な プ ロ グ ラ ミ ン グ言

語 で 高度 な 動 作が 自動 化 され る 。
こ の 機能

を利 用 し 、 自動的 に シ ー トの 操 作 を行 う 。

例 え ば 、 ソ ー トし た 数 値 の 値 に 応 じ た 着 色

。 ボ タ ン を作成 し、実行 後 消滅 させ る 。 多

様 な グ ラ フ の 自動作成 。

・オ ブ ジ ェ ク ト指 向プ ロ グ ラ ミ ン グ表

　 デ ー タ分 析 は 個 人 、 学級 、 全体 と年 齢 、

性 別 、 さ ら に 比 較処理 の た め の 学期 間総使

用量 、 16色間 の 百分率 、 16色 間の 偏差 値 、

使用 度 の 5 段 階 レ ベ ル 分 析 と 実 に 要素 が 多

様 で あ る 。 そ こ で 、 上 位 型 ・下位 型 の 関係

を認 め る 、 抽 象デー タ型 を拡 張 す る 。 継 承

（inheritance）と 呼ば れ る 機 構 に よ り達成

し 、 ク ラ ス 導 出 （class 　 derivation ）の 機 縫

に よ っ て 支 援 され る 。

　次 の 図 1 は 、 そ の 本研究 の た め の 継 承図

の
一

部 で 主要 部 分 で も あ る 。
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図 1 　 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ ラ ミ ン グ

3　 結 　果

図 2　 測定値 素点 デ ー タ表
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図 3　 D 子 4 、 5歳児 時期 の 他女 児 と の 使 用差
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